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３
今回はこれがポイント!

令和６年度一般会計予算391億４千万円を慎重審議し可決!
３月定例会議では、市長から令和６年度の施政方針が示されました。議案の中で特に注目されたのは、浜田市生活路線バス条例
の一部改正、財産の無償譲渡、副市長の選任および教育長の任命等などが挙げられます。
予算決算委員会では、708事業からなる一般会計をはじめ、国民健康保険などの特別会計や上下水道事業などの公営企業会計の
予算を審査しました。中でも「石見神楽伝承内容検討事業」は、予算可決後において、議会として執行部に対して予算執行にお
ける配慮すべき４項目において附帯決議を可決しました。附帯決議の内容は４ページに記載しております。
以下に議会の視点とともに注目した10の事業を紹介します。また、追加として令和６年度一般会計補正予算も提出され防災備蓄
食料品などの追加やプレミアム付「はまだ応援チケット」第４弾発行に伴う事業費を可決しました。

伝統文化継承

持続可能なまちづくりまちづくり

歴史文化

平成８年に市の観光振興ビジョンの中で石見神楽の伝承・
拠点づくりを掲げた。その後、日本遺産に認定された「石
見神楽」の保存・伝承および市民や観光客などに知って
もらうための情報発信の内容や機能・手法を検討する。

まちづくりフォーラムや市民団体が実施する社会貢献・
人材育成・芸術文化振興・生活支援に関する事業に対す
る補助を行い、市民や企業、まちづくり活動団体などと
の協働のまちづくりの推進を図る。

国の集落支援員制度を活用し、地区まちづくり推進委員
会が取組む事業を持続的に実施していくため、きめ細か
な支援を行う地区サポーターを試行的に設置し、事務支
援などを行う。

若くして法隆寺金堂壁画模写の主任。その後、日本芸術院
賞や文化勲章を受けられた浜田市名誉市民である画伯の作
品などを紹介する企画展を節目の年に開催して功績を顕彰
するとともに浜田市世界こども美術館の誘客につなげる。

学識者・神楽団体・神楽産業従事者・歴史研究団体
などからなる専門委員会を立ち上げ伝承内容を検討
する。業務委託して情報発信や機能・手法などの検
討、石見神楽振興議員連盟や他の関係団体との協議
を経て内容をまとめる。

高齢者の草刈り支援など地域全体での協力体制の構
築に必要な地区まちづくり推進委員会とボランティ
ア団体の設立につながる支援策を通じて、住み慣れ
た地域における高齢者の日常生活の助けとなるのか
注視していく。

地区まちづくり推進委員会が取組む事業の支援およ
び事務支援を行う人材の確保により、地域の自立的
な活動を促進し行政の手が届きにくい部分をサポー
トする新たな取組で、住民主体のまちづくりが進む
ことに期待。

画伯の収蔵作品の他、ご遺族から新たに提供いただ
いたスケッチや写真などを活用して、作品が出来上
がるまでの過程や作品完成に至るまでの努力の跡を
紹介する。記念展示会期は令和６年６月１日から７
月７日までの予定。

石見神楽
伝承内容
検討事業

協働推進事業地区サポーター
設置事業

橋本明治
生誕120年
記念展事業

事業費：652万円

事業費：679万円事業費：1,922万円

事業費：350万円

着
眼
点

着
眼
点

着
眼
点

着
眼
点
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地域医療

高齢者福祉

安全対策

観光振興

地域医療

子育て環境改善

令和６年２月末をもって市内唯一の産婦人科開業医が閉
院されたことで、浜田医療センターへの患者の集中が予
測される。新たに市内で婦人科を開業または併設するも
のに対して開設費用の一部を助成する。

地域の高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できるよ
う、条件不利地域への訪問看護サービスの利用拡大のた
めの助成、訪問入浴介護事業を行う事業者に対しての助
成などを行う。

他市で発生をした防護柵の腐食による転落事故を受け道
路パトロールに併せて緊急点検を実施した結果、経年劣
化により修繕が必要な箇所があったため緊急度の高い箇
所から修繕を行い、事故の未然防止を図る事業。

老朽化した美又温泉国民保養センター内の休養ホームなど
の跡地にアルカリ性の泉質を活かした日帰り入浴施設を令
和７年度に向けて建設を予定している。令和６年度は建設
に向けて地盤調査や施設の詳細な設計業務が実施される。

地域医療体制確保のため総合診療医を育成する。

令和５年３月に策定された「浜田市身近な公園整備基本
方針」に基づいて、公園空白地の解消や子ども向け遊具
の充実、トイレ環境の改善により、子育てしやすい環境
づくりを５年の年次計画で目指す。

浜田医療センターで外来の患者数が急増し予約が取
りづらくなる事態が危惧されていた。事業を通じ市
内の病院に新たに婦人科が併設したことにより、医
療の逼

ひっ

迫
ぱく

を避けることができるか注視していく。

訪問入浴介護事業の継続が困難となった事業所に対
し、赤字補填のための補助金を交付することとした
背景がある。利用者からの声や事業所の人材不足な
ど事業の持続可能性に着目。

緊急性の度合いを３段階に分けて早急に修繕が必要
とされる緊急度の高い市内36カ所について「ふる
さと応援基金」を活用して今年度に実施する。２,
３年のうちに修繕が必要な中程度の箇所については
令和７年度以降に順次実施となる。

温泉総選挙で ｢うる肌部門｣ 全国１位を獲得した泉
質を施設の設計にどのように生かすかが注目。サウ
ナや炭酸風呂、露天風呂と内風呂、建物や施設外観、
掛け流しは、温泉水の配管や殺菌方法など利用者の
視点での設計に注目。

公園の整備は「はまだ市民一日議会」や請願におい
ても取り上げられ、議会の関係委員会としてもその
必要性を認めていた。老朽遊具などの修理や更新、
トイレ環境の整備などを59カ所で行うことにより、
「子育てしやすいまち」を目指す事業として期待。

婦人科
診療開設等
支援事業

在宅介護
支援事業

防護柵
緊急対策事業

美又地域
再開発事業

医師確保
対策事業

公園環境
整備対策事業

事業費：7,200万円

事業費：841万円事業費：95万円

着
眼
点

着
眼
点

着
眼
点

着
眼
点

福祉環境委員会視察時の島根大学医学部附属病院総
合診療医センターとの意見交換会でも、浜田市にお
ける医療人材の育成や定着に関する課題、総合診療
医の必要性などについて議論している。予算規模を
増額してでも地域医療体制の充実を求める意見もあ
り、この事業が市の医療サービスの質の向上と持続
可能な地域医療体制の確保につながることを期待。

着
眼
点

着
眼
点

事業費：9億7,540万円
（令和６年度は5,690万円）

事業費：4億4,850万円
（令和６年度は5,810万円）

事業費：1億3,000万円
（令和６年度は5,200万円）
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２月臨時会議および３月定例会議で賛否が分かれた議案は以下の
とおりです。各議員の賛否や反対理由、請願・陳情審査結果、討
論などの詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

議案等の賛否の公開
令和６年２月　●臨時会議●　市長提出議案２件
令和６年３月　●定例会議●　市長提出議案37件　議会提出議案３件

請願・陳情について審査しました 請願２件 陳情19件

議案番号 議　案　名　等 賛成 反対
議案第24号 令和６年度浜田市一般会計予算 18 １ 川上

請願第９号 サン・ビレッジ浜田アイススケート場の活用のあり方について、さ
らに必要な判断材料や分析の検討を求める請願について 18 １ 村木

議
案
第
24
号

令
和
６
年
度
浜
田

市
一
般
会
計
予
算

　
反
対川

上
　
幾
雄

予
算
に
含
ま
れ
て
い

る
「
県
立
高
校
共
同

寄
宿
舎
運
営
事
業
」

は
、
本
来
県
が
な
す

べ
き
で
あ
り
、
加
え

て
、
現
寮
の
定
員
内

で
収
ま
る
の
に
市
民

生
活
へ
活
用
可
能
な

予
算
を
も
っ
て
寄
宿

舎
を
新
た
に
設
置
す

る
必
要
は
な
い
と
、

や
む
な
く
反
対
し
た
。

討
論
と
は
、
会
議
終

了
日
の
表
決
前
に
議

案
な
ど
へ
の
賛
成
・

反
対
意
見
を
表
明
す

る
こ
と
で
す
。

請願の内容 提出者 結果
サン・ビレッジ浜田アイススケート場の活用
のあり方について、さらに必要な判断材料や
分析の検討を求める請願について

島根県カーリング協会　代表　野藤　薫
石見スケートクラブ　代表　三島　有紀
浜田スケートクラブ　代表　本田　真弓

採択

郷土資料館の建設場所検討に関する請願につ
いて

國分　俊幸
三浦　英俊 継続審査

令和６年度一般会計予算は、まず、議長を除く全議員で構成される予算決算委員会で事業ごとに詳細な審査を行い採決し、その後、
本会議で全議員により採決を行う流れです。
予算決算委員会での審査において、石見神楽伝承内容検討事業について議員間での自由討議を行い、さまざまな議論を重ねまし
た。その結果、一般会計予算を可決する方向になりましたが、附帯決議案を全会一致で予算決算委員会から提出することとなり、
３月定例会議最終日の本会議においても、同内容の附帯決議を全会一致で可決しました。

※附帯決議とは、議案（予算など）に対して、議会としての意見や要望を表明する決議です。

「議案第24号　令和６年度浜田市一般会計予算」に計上された「石見神楽伝承内容検討事業」651万６千円は、日本遺産に認定された「石
見神楽」の保存・伝承及び市民や観光客等多くの方に知ってもらうための情報発信の内容や機能・手法等の検討を目的としたものである。
当該事業をめぐっては、予算案の提出において、事業名及び事業内容の変更が複数回なされ、議会の混乱のみならず、市民の混乱を招いた。
予算提案は市の政策として、貴重な財源を用いて最大の効果を生む内容を吟味された上でなされるものでなくてはならない。
浜田市議会としては、事業の必要性には理解を示す一方、執行部においては前述の状況を重く受け止め、以下の事項に配慮した予算執
行に努めていただくよう強く求めるものである。
１　新設される専門部署においてはその目的・役割を明確にし、浜田市議会石見神楽振興議員連盟と連携して効率的かつ効果的な運用
を行うこと。

２　石見神楽伝承内容検討専門委員会は十分な議論ができるよう必要回数を設けること。その内容については、浜田市議会石見神楽振
興議員連盟が行ったヒアリングによって指摘した項目も参考にすること。

３　石見神楽伝承内容検討業務委託については、石見神楽伝承内容検討専門委員会における協議内容はもちろんのこと、浜田市議会石
見神楽振興議員連盟との協議や関係者等からのヒアリングをもって検討事項を明らかにするとともに、議会に対してその説明を適宜
行うこと。

４　文化財保存活用地域計画においては、石見神楽の保存・継承に関する事項に触れられ、アクションプランも作成されることとなっている。
関連計画等との整合を保持することはもちろんのこと、重複がないよう十分に留意すること。

以上、決議する。

令和６年度浜田市一般会計予算に対し、附帯決議を可決！

議案第24号　令和6年度浜田市一般会計予算に対する附帯決議の内容【全文】
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浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています。
質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。

こちらから動画をご覧ください。

19人が
個人一般

質問

Q
済
生
会
江
津
病
院
、
浜
田

医
療
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
浜
田

圏
域
医
療
の
将
来
に
つ
い
て

協
議
の
場
を
創
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

A
数
年
前
に
こ
の
こ
と
に
関

し
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
人

口
減
少
が
進
む
中
に
あ
っ
て

連
携
・
役
割
分
担
に
も
取
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
発

言
を
し
、
現
実
的
に
具
体
的

に
進
め
る
に
は
県
も
入
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
答
え
た
。

Q
医
療
セ
ン
タ
ー
の
事
務
部

長
は
、
浜
田
市
、
江
津
市
、

医
療
セ
ン
タ
ー
、
済
生
会
病

院
、
保
健
所
で
連
携
す
る
た

め
に
直
接
的
協
議
の
場
が
必

要
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

市
の
考
え
は
。

A
コ
ロ
ナ
前
に
お
い
て
は
会

議
の
場
が
あ
っ
た
が
中
断
し

て
い
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う

な
場
で
し
っ
か
り
話
し
合
う

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

小川 稔宏

川上 幾雄

芦谷 英夫

すべての人に健康と福祉を

聞き取り困難症（ＬｉＤ）への理解と配慮を

広域的な医療体制構築を

何より市民の健康づくり、そして介護予防

Q
「
聞
こ
え
る
の
に
聞
き
取
れ

な
い
」
と
い
わ
れ
る
「
聞
き
取

り
困
難
症
（
Ｌ
ｉ
Ｄ
）」
は
小

中
高
生
の
１
％
に
症
状
が
み
ら

れ
る
。
本
人
も
周
囲
も
気
付
き

に
く
く
、
学
習
へ
の
影
響
の
他
、

い
じ
め
・
不
登
校
の
原
因
に
も

な
る
。
現
状
把
握
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

A
小
中
学
校
で
は
生
徒
の
実

態
な
ど
か
ら
苦
手
さ
困
難
さ

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。

Q
以
前
は
Ａ
Ｐ
Ｄ
と
言
わ
れ

使
わ
れ
て
い
る
「
Ａ
Ｐ
Ｄ
マ

ー
ク
」
の
周
知
も
必
要
で
は
。

A
本
人
や
保
護
者
の
考
え
も

あ
り
慎
重
な
対
応
が
必
要
。

Q
特
定
健
診
の
受
診
期
間
の

延
長
や
特
定
保
健
指
導
を
受

け
る
人
を
増
や
す
考
え
は
。

A
受
診
期
間
の
延
長
は
冬
季

疾
患
が
あ
る
た
め
難
し
い
。

特
定
保
健
指
導
の
終
了
率
は

県
内
８
市
の
中
で
低
い
の
で
、

保
健
指
導
が
受
け
や
す
く
な

る
よ
う
進
め
た
い
。

Q
訪
問
入
浴
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
今
後
の
展
望
は
。

A
市
と
し
て
サ
ー
ビ
ス
が
存

続
さ
れ
る
よ
う
、
サ
ー
ビ
ス

の
赤
字
を
補
助
し
、
旭
、
弥

栄
地
域
に
も
サ
ー
ビ
ス
を
拡

充
し
た
い
。

Q
通
所
リ
ハ
ビ
リ
と
買
い
物

サ
ー
ビ
ス
と
を
組
み
合
わ
せ

た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

支
援
は
。

A
買
い
物
支
援
サ
ー
ビ
ス
は

高
齢
者
の
お
困
り
事
と
し
て
、

生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
で

展
開
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

た
い
。

相手に聴覚情報処理障害
（ＡＰＤ）特性を

伝えるためのＡＰＤマーク
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大谷 学

肥後 孝俊

産業と技術革新の基盤をつくろう

高度衛生管理型荷捌所の市民理解の促進を

浜田港を支える給油船の未来へ向けた舵取り

Q
国
・
県
・
市
の
整
備
費
用

の
負
担
額
は
？

A
総
事
業
費
は
 65
億
６
千
万

円
。
国
が
３
分
の
２
の
42
億

８
千
万
円
、
残
り
22
億
８
千
万

が
市
の
負
担
。
そ
の
後
、
国

の
過
疎
対
策
事
業
債
の
活
用

や
県
交
付
金
３
億
３
千
３
０
０

万
円
に
よ
り
、
市
の
実
質
的

負
担
は
３
億
６
千
６
０
０
万

円
で
総
事
業
費
の
５
％
。

Q
運
用
開
始
後
の
成
果
は
？

A
魚
の
陸
上
げ
、
競
り
か
ら

搬
出
ま
で
の
高
度
衛
生
管
理

に
よ
り
安
心
安
全
な
水
産
物

の
供
給
体
制
が
構
築
さ
れ
、

巻
き
網
船
の
入
港
回
数
や
水

揚
げ
量
も
増
加
傾
向
で
あ
る
。

Q
高
額
事
業
で
も
あ
り
納
税

者
に
対
し
事
業
理
解
へ
の
広

報
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

A
見
学
会
な
ど
に
加
え
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
発
信
や
お

魚
市
場
周
辺
へ
の
Ｐ
Ｒ
看
板

の
設
置
を
検
討
す
る
。

Q
浜
田
港
給
油
船
老
朽
化
に
対

す
る
支
援
策
は
？

A
給
油
船
は
浜
田
港
の
イ
ン
フ

ラ
に
関
わ
る
重
要
な
役
割
を
担

う
。
現
在
２
隻
体
制
で
、
３
年

以
内
の
代
替
船
の
確
保
や
更
新

費
用
の
高
騰
な
ど
が
課
題
。
事

業
計
画
が
示
さ
れ
た
段
階
で
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

Q
海
域
の
違
い
な
ど
で
条
件
に

合
う
中
古
船
が
見
つ
か
ら
な
い
。

ゆ
え
に
事
業
計
画
が
出
せ
な
い

の
で
は
な
い
か
？
中
古
船
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
に
、
ど
う
す

る
の
か
？

A
大
変
重
要
な
問
題
だ
。
必
要

と
あ
れ
ば
新
船
建
造
に
つ
い
て

は
県
と
も
相
談
し
て
支
援
す
る

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
申
し
入
れ

を
し
て
い
る
。
船
主
か
ら
、
今

は
中
古
船
を
探
し
て
い
る
の
で

事
業
計
画
を
出
す
の
を
待
っ
て

く
れ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

佐々木 豊治

柳楽 真智子

質の高い教育をみんなに

すべての人に健康と福祉を

施設整備は時間をかけ慎重な議論を

安心して生活できる医療・介護の確保を

Q
今
回
、
三
桜
酒
造
跡
地
を

活
用
し
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と

屋
外
広
場
を
整
備
、
ま
た
石

見
神
楽
伝
承
館
と
郷
土
資
料

館
を
併
設
し
た
施
設
も
候
補

地
の
一
つ
と
の
方
針
が
示
さ

れ
た
。
活
用
検
討
会
の
提
言

は
「
買
い
取
っ
た
場
合
の
活

用
策
」
で
「
買
い
取
る
か
ど

う
か
の
議
論
」
は
ど
う
す
る

の
か
。

A
土
地
開
発
公
社
で
先
行
取

得
し
市
が
買
い
取
る
債
務
負

担
を
設
定
し
て
い
る
。
駅
周

辺
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
の
計

画
も
進
め
な
が
ら
検
討
す
る
。

Q
大
き
な
事
業
が
一
度
に
示

さ
れ
た
と
思
う
。
施
設
整
備

は
市
民
理
解
を
含
め
慎
重
な

進
め
方
が
必
要
で
は
。

A
議
会
と
も
意
見
交
換
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
は
広

域
で
支
え
ら
れ
な
い
か

Q
市
内
婦
人
科
医
院
の
閉
院

に
伴
い
、
新
た
に
三
隅
町
の

医
院
で
婦
人
科
診
療
が
開
設

さ
れ
る
。
中
心
地
か
ら
遠
く
、

通
院
が
難
し
い
の
で
は
。

A
着
任
し
た
医
師
が
毎
週
火

曜
日
に
は
、
熱
田
町
の
本
院

で
内
科
医
と
し
て
勤
務
す
る

中
で
、
婦
人
科
の
診
療
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

Q
産
婦
人
科
に
限
ら
ず
他
の

診
療
科
で
も
不
足
が
心
配
さ

れ
る
。
長
期
的
な
展
望
を
踏

ま
え
た
対
応
が
必
要
で
は
。

A
国
保
診
療
所
の
医
師
も
心

配
し
て
お
り
、
今
後
の
一
次

医
療
の
提
供
体
制
の
推
移
と

自
分
た
ち
の
役
割
に
つ
い
て
、

レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
検
討
す

る
。
医
療
圏
全
体
で
考
え
る

こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
助
成

・
訪
問
入
浴
介
護
事
業
廃
止

と
そ
の
撤
回
の
経
緯
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QQ
か
ね
て
か
ら
指
摘
し
て
い

る
が
、
浜
田
市
世
界
こ
ど
も

美
術
館
と
の
合
築
が
人
口
減

少
社
会
に
適
合
し
運
営
費
の

大
幅
減
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

AA
創
作
活
動
館
の
あ
る
美
術

館
と
資
料
館
の
一
体
化
は
望

ま
し
い
が
、
神
楽
伝
承
館
の

こ
と
も
あ
り
、
広
く
意
見
を

伺
う
。

QQ
駅
に
降
り
立
つ
と
正
面
に

神
楽
時
計
が
あ
り
、
そ
の
向

こ
う
に
神
楽
の
ア
ー
チ
、
次

に
、
銀
天
街
ど
ん
ち
っ
ち
タ

ウ
ン
の
神
楽
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
、

ア
ー
ケ
ー
ド
下
に
は
演
目
の

電
飾
看
板
が
あ
り
、
そ
の
先

が
三
桜
で
あ
る
。
こ
こ
こ
そ

が
適
地
で
は
。

AA
石
見
神
楽
は
浜
田
市
が
誇

る
伝
統
芸
能
で
あ
り
八
調
子

神
楽
発
祥
の
地
で
あ
る
。
神

楽
伝
承
館
の
整
備
は
、
関
係

者
の
長
年
の
願
い
で
あ
り
専

門
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

村木 勝也

川神 裕司

牛尾 昭

村武 まゆみ

住み続けられるまちづくりを

三桜酒造跡地整備方針の基本的な考え方を問う

何が原因か?職員のモチベーション低下!

郷土資料館建設予定地は、いったいどうなるの？

時代に合った正確な災害情報の提供を！

QQ
提
言
書
に
あ
る
「
検
討
に

提
言
書
に
あ
る
「
検
討
に

あ
た
っ
て
配
慮
し
た
事
項
」

あ
た
っ
て
配
慮
し
た
事
項
」

東
公
園
と
石
央
文
化
ホ
ー
ル

東
公
園
と
石
央
文
化
ホ
ー
ル

と
の
「
配
慮
」
と
三
桜
酒
造

と
の
「
配
慮
」
と
三
桜
酒
造

跡
地
に
お
け
る
公
共
活
用
基

跡
地
に
お
け
る
公
共
活
用
基

本
方
針
策
定
業
務
報
告
書
に

本
方
針
策
定
業
務
報
告
書
に

お
け
る
「
具
体
的
な
シ
ー
ン
」

お
け
る
「
具
体
的
な
シ
ー
ン
」

の
「
必
要
」
と
「
必
要
で
な
い
」

の
「
必
要
」
と
「
必
要
で
な
い
」

こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
判
断

こ
と
が
、
ど
の
よ
う
に
判
断

さ
れ
て
方
針
と
な
っ
た
か
。

さ
れ
て
方
針
と
な
っ
た
か
。

AA
東
公
園
よ
り
気
軽
に
活
用

東
公
園
よ
り
気
軽
に
活
用

で
き
る
場
所
、
ま
た
、
石
央

で
き
る
場
所
、
ま
た
、
石
央

文
化
ホ
ー
ル
は
千
人
規
模
よ

文
化
ホ
ー
ル
は
千
人
規
模
よ

り
も
中
規
模
程
度
な
ホ
ー
ル

り
も
中
規
模
程
度
な
ホ
ー
ル

が
あ
れ
ば
と
の
意
見
に
配
慮

が
あ
れ
ば
と
の
意
見
に
配
慮

し
た
。
ま
た
、
報
告
書
に
お

し
た
。
ま
た
、
報
告
書
に
お

け
る
「
具
体
的
な
シ
ー
ン
」

け
る
「
具
体
的
な
シ
ー
ン
」

に
つ
い
て
は
、「
必
要
」
と
の

に
つ
い
て
は
、「
必
要
」
と
の

意
見
に
あ
る
、
マ
ル
シ
ェ
や

意
見
に
あ
る
、
マ
ル
シ
ェ
や

多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い

多
様
な
イ
ベ
ン
ト
を
し
て
い

る
、
雨
の
日
で
も
子
ど
も
た

る
、
雨
の
日
で
も
子
ど
も
た

ち
が
屋
内
で
楽
し
く
遊
ん
で

ち
が
屋
内
で
楽
し
く
遊
ん
で

い
る
と
い
っ
た
意
見
を
取
り

い
る
と
い
っ
た
意
見
を
取
り

入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

QQ
能
登
半
島
地
震
の
防
災
情

報
に
つ
い
て
、
災
害
時
す
ぐ

の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
そ
の
次
の

防
災
情
報
で
は
浜
田
市
の
状

況
が
理
解
し
に
く
か
っ
た
と

感
じ
た
が
ど
う
思
う
か
？

AA
そ
う
思
う
。
今
後
は
非
常

時
に
お
い
て
も
分
か
り
や
す

い
情
報
内
容
を
考
え
て
い
く
。

QQ
浜
田
市
で
は
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。
今

の
時
代
、
災
害
時
に
も
多
く

の
方
が
ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
。

ヤ
フ
ー
防
災
ア
プ
リ
の
避
難

所
情
報
で
は
浜
田
市
の
表
示

が
大
変
少
な
い
。
ヤ
フ
ー（
株
）

と
災
害
時
に
係
る
協
定
を
結

ん
で
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
正

し
い
情
報
が
提
供
さ
れ
る
よ

う
に
す
る
べ
き
で
は
？

AA
表
示
方
法
に
つ
い
て
は
研

究
し
て
い
き
た
い
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
の
取

組
状
況

QQ
市
政
発
展
の
た
め
に
は
市

民
の
意
見
反
映
と
市
職
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
が

鍵
で
あ
る
。
そ
の
中
堅
職
員

が
令
和
５
年
度
に
15
人
も
離

職
し
て
い
る
状
況
を
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
か
。

AA
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
聞
い

て
い
る
が
、
根
底
に
は
業
務

に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
低
下
が
あ
る
と
感
じ
る
。

QQ
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
低
下
の

原
因
は
、「
過
度
の
仕
事
量
」

と
「
職
員
の
意
見
反
映
の
機

会
減
少
」
が
大
き
い
の
で
は

な
い
か
。

AA
今
後
も
効
率
化
が
図
ら
れ

る
よ
う
業
務
改
善
に
努
め
、

若
手
職
員
の
施
策
協
議
の
場

へ
の
参
加
を
増
や
す
な
ど
取

組
を
強
化
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
の
質
問
項
目
）

・
郷
土
資
料
館
お
よ
び
神
楽

伝
承
施
設
の
整
備
方
針
と

課
題
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QQ
能
登
半
島
地
震
の
犠
牲
に

な
ら
れ
た
主
な
原
因
は
。

A
建
物
の
倒
壊
に
よ
る
圧
死

が
41
％
、
窒
息
や
呼
吸
不
全

が
22
％
で
あ
る
。

QQ
命
を
守
る
た
め
の
方
策
は
。

A
個
人
の
住
宅
の
耐
震
化
と

家
具
の
固
定
や
家
具
の
下
敷

き
に
な
ら
な
い
よ
う
ベ
ッ
ド

の
配
置
の
見
直
し
で
あ
る
。

QQ
住
宅
耐
震
化
が
ま
ま
な
ら

な
い
状
況
で
は
、
部
分
的
耐

震
改
修
や
避
難
待
機
場
所
の

耐
震
化
も
有
効
で
は
。

A
命
を
守
る
方
策
と
し
て
有

効
で
あ
る
と
思
う
。
都
市
建

設
部
と
検
討
し
て
み
た
い
。

田畑 敬二

沖田 真治

岡本 正友

西田 清久

住み続けられるまちづくりを

地震対応は大丈夫か？

効率的で持続可能な交通体系の構築を

建物倒壊から命を守る部分的耐震化の方策を

三桜酒蔵は浜田の貴重な歴史文化遺産！

QQ
災
害
情
報
を
市
民
へ
伝
達

す
る
手
法
は
？

A
浜
田
市
で
は
複
数
の
手
段

に
よ
る
情
報
伝
達
が
重
要
と

の
観
点
か
ら
音
声
に
よ
る
防

災
行
政
無
線
を
整
備
し
て
い

る
。
現
在
防
災
行
政
無
線
老

朽
化
に
よ
る
更
新
時
期
を
迎

え
て
お
り
、
設
備
お
よ
び
ア

ナ
ロ
グ
電
波
か
ら
デ
ジ
タ
ル

電
波
へ
の
切
り
替
え
を
行
う

こ
と
と
し
て
い
る
。

QQ
地
震
発
生
時
の
一
時
避
難

所
の
設
置
基
準
は
。

A
一
時
避
難
所
は
、
自
主
防

災
組
織
や
自
治
会
な
ど
が
、

災
害
時
に
民
間
の
施
設
に
、

一
時
的
に
避
難
す
る
も
の
で

あ
る
。
島
根
県
の
洪
水
、
土

砂
災
害
、
津
波
な
ど
災
害
の

種
類
に
よ
っ
て
、
避
難
所
の

選
択
も
必
要
で
あ
る
。
津
波
、

洪
水
に
係
る
危
険
区
域
の
見

直
し
に
伴
う
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
見
直
し
を
行
う
。

QQ
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
地
域
交
通
の
充
実
と
は
？

A
地
域
に
応
じ
た
交
通
施
策

の
実
施
と
、
定
期
路
線
で
大

量
輸
送
が
見
込
め
る
民
間
路

線
バ
ス
や
高
齢
者
が
必
要
と

す
る
ド
ア
・
ト
ゥ
・
ド
ア
型

輸
送
の
タ
ク
シ
ー
を
組
み
合

わ
せ
て
、
今
後
も
持
続
可
能

な
公
共
交
通
を
目
指
す
。

QQ
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、

Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
普
及
に
取
組
ん

で
お
り
、
す
で
に
導
入
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
が
ど
う

か
？

A
複
数
の
公
共
交
通
や
サ
ー

ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
、
利
便

性
の
向
上
や
地
域
の
課
題
解

決
に
資
す
る
も
の
と
し
て
国

が
推
奨
し
て
い
る
と
認
識
し

て
い
る
。
導
入
に
当
た
っ
て

は
関
係
業
者
の
協
力
や
運
用

の
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
が
必

要
。
今
後
、
調
査
研
究
を
行

い
、
実
施
に
向
け
検
討
す
る
。

QQ
三
桜
酒
蔵
跡
地
活
用
に
つ

い
て
あ
る
べ
き
未
来
像
を
描

き
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
事

業
実
施
を
と
思
う
が
、
市
長

の
描
か
れ
る
未
来
像
は
。

A
郷
土
資
料
館
は
、
子
ど
も

た
ち
に
浜
田
に
愛
着
を
持
っ

て
も
ら
い
、
将
来
、
浜
田
に

住
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
。

石
見
神
楽
伝
承
館
は
、
神
楽

産
業
の
技
術
の
伝
承
、
発
信

に
よ
り
多
く
の
人
が
訪
れ
、

地
域
経
済
に
貢
献
し
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

QQ
例
え
ば
酒
蔵
リ
ノ
ベ
に
当

た
り
、
集
客
に
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
を
誘
致
し
、
石
州
瓦
、

石
見
焼
、
石
州
和
紙
、
組
子
、

地
酒
、
ど
ぶ
ろ
く
、
地
ビ
ー

ル
な
ど
オ
ー
ル
浜
田
で
関
わ

れ
ば
、
経
済
流
出
も
抑
え
ら

れ
る
の
で
は
。

A
酒
蔵
を
そ
の
ま
ま
残
す
こ

と
は
難
し
い
が
、
前
向
き
に

捉
え
て
議
論
し
て
い
く
。

震災紀念之碑
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布施 賢司

永見 利久

住み続けられるまちづくりを

複合施設整備前に神楽振興の諸課題に対処を

地震から住まいを守る対策は

Q
石
見
神
楽
伝
承
館
整
備
の

前
に
、
各
神
楽
社
中
や
団
体
、

神
楽
産
業
が
抱
え
て
い
る
諸

課
題
に
対
処
す
る
の
が
先
で

は
な
い
か
。

A
各
団
体
の
意
見
を
聞
き
、

諸
課
題
に
対
応
し
て
い
く
。

Q
後
継
者
不
足
を
解
消
す
る

た
め
に
も
、
学
校
教
育
を
通

じ
た
青
少
年
へ
の
魅
力
発
信

が
必
要
で
は
。

A
「
ふ
る
さ
と
郷
育
」
な
ど

の
題
材
で
取
組
ん
で
い
る
が
、

学
校
教
育
だ
け
で
は
な
く
、

神
楽
社
中
や
地
域
と
一
緒
に

取
組
む
こ
と
が
重
要
。

Q
三
宮
神
社
出
演
料
の
５
万

円
は
見
直
し
が
必
要
で
は
。

A
令
和
６
年
度
か
ら
７
万
円

に
引
き
上
げ
る
予
定
。

Q
慢
性
的
な
資
金
繰
り
の
解

決
に
自
由
度
の
高
い
基
金
を

創
設
し
て
は
。

A
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
今

後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

Q
現
在
の
耐
震
基
準
法
は
昭

和
56
年
に
改
正
さ
れ
、
国
は

改
正
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
が
震
度
６
強
か
ら
７
程
度

の
地
震
で
倒
壊
し
な
い
耐
震

化
を
求
め
て
い
る
。
浜
田
市

の
現
状
は
。

A
市
内
の
木
造
住
宅
は
１
万
９

千
戸
あ
り
、
耐
震
基
準
法
改

正
以
前
の
建
物
は
そ
の
内
約

２
割
程
度
あ
る
。

Q
地
震
対
策
に
向
け
た
住
宅

補
強
対
策
は
。

A
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
や

耐
震
性
が
な
い
建
物
の
解
体

を
行
っ
て
い
る
。

Q
建
物
内
に
木
造
や
鉄
骨
で

安
全
な
空
間
を
つ
く
り
命
を

守
る
装
置
と
し
て
シ
ェ
ル
タ

ー
が
あ
る
。
各
自
治
体
で
は
、

住
宅
補
強
対
策
と
し
て
木
造

住
宅
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
補
助

の
事
例
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
対
す
る
市
の
考
え
は
。

A
支
援
策
を
、今
後
検
討
す
る
。

三浦 大紀

串﨑 利行

平和と公正をすべての人に

気候変動に具体的な対策を

浜田をこどもにやさしいまちに

農業版ＢＣＰ作成されている？

Q
こ
ど
も
基
本
法
が
施
行
さ

れ
た
。
こ
ど
も
の
権
利
を
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

A
こ
ど
も
は
権
利
の
主
体
。

Q
浜
田
で
こ
ど
も
・
若
者
は

意
見
表
明
を
で
き
て
い
る
か
。

A
意
見
を
聴
く
取
組
は
行
っ

て
い
る
が
、
十
分
で
は
な
い
。

Q
意
見
形
成
・
表
明
・
実
現

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た

サ
ポ
ー
ト
が
必
要
。
大
人
に

は
説
明
責
任
も
あ
る
。
職
員

研
修
も
必
要
で
は
。

A
こ
ど
も
基
本
法
や
こ
ど
も

大
綱
を
職
員
全
体
に
ど
う
浸

透
さ
せ
る
か
を
考
え
た
い
。

Q
市
の
各
種
計
画
で
は
、
こ
ど

も
が
支
援
や
保
護
の
対
象
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
ど
も
施
策

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
し
て
は
。

A
第
三
期
子
ど
も
子
育
て
支

援
事
業
計
画
は
、
こ
ど
も
の

視
点
に
立
つ
こ
と
を
大
事
に

し
て
、
各
部
局
と
内
容
を
協

議
す
る
。

Q
気
候
変
動
の
影
響
で
自
然

災
害
が
多
発
す
る
中
、「
農
業

版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画

書
）」
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
の
緊
急
対
応
を
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
お
く
も
の
で
、

損
害
を
最
低
限
に
抑
え
、
事

業
の
継
続
や
早
期
再
開
に
つ

な
げ
る
の
が
目
的
だ
が
、
市

の
考
え
は
。

A
農
業
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、
災
害

な
ど
の
緊
急
事
態
に
お
い
て

円
滑
な
事
業
復
旧
・
継
続
を

可
能
と
す
る
た
め
、
令
和
４

年
４
月
の
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
の
改
正
に
伴
い
導

入
さ
れ
、
作
成
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。

近
年
で
は
、
水
害
や
台
風
の

被
害
が
増
加
し
て
お
り
、
ま

た
地
震
の
発
生
リ
ス
ク
も
高

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

と
し
て
も
生
産
者
に
対
し
て

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
作
成
を
促
し
て
い

く
。
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第13回

―
―
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
は

ま
だ
」
は
ど
の
よ
う
な
団
体

で
し
ょ
う
か

久
代　
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
平
成
14
年
に
５
人
で

ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
10
人
で

看
護
職
経
験
者
は
４
人
、
あ

と
は
一
般
の
方
で
す
。
現
在

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー

で
新
し
い
と
言
え
ば
２
、３

年
前
に
参
加
さ
れ
た
方
で
す
。

過
去
最
多
で
14
人
が
参
加
し

て
い
ま
し
た
。
近
く
は
旧
市

内
、
遠
い
方
は
金
城
か
ら
も

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
い

と
き
は
ス
タ
ッ
フ
が
３
人
体

制
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
の
行
う
仕
事
は
、
初
診

受
付
、
再
来
機
受
付
、
病
院

内
施
設
の
案
内
、
診
療
科
へ

の
案
内
、
中
央
処
置
室
（
採

血
）
へ
の
同
伴
、
エ
レ
ベ
ー

タ
操
作
、
待
機
患
者
な
ど
の

話
し
相
手
、
帰
り
の
タ
ク

シ
ー
案
内
や
紹
介
、
玄
関

ホ
ー
ル
の
掃
除
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

最
近
多
く
な
っ
た
車
い
す
の

介
助
で
は
、
車
か
ら
降
り
る

と
き
に
家
族
の
方
を
助
け
、

車
を
駐
車
場
に
移
動
さ
れ
る

間
、
患
者
さ
ん
の
様
子
を
見

守
る
よ
う
な
こ
と
も
行
っ
て

い
ま
す
。

寄
り
添
い
・
見
守
る
サ
ポ
ー
ト

来
院
者
と
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
の
橋
渡
し

〜
エ
プ
ロ
ン
姿
の
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
〜

医
療
セ
ン
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
は
ま
だ 

会
　
長
　
久
代
　
玲
子 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

副
会
長
　
川
方
　
ま
ゆ
み 

さ
ん

今回は、浜田医療センターで来院の方々と病院の橋渡
しに努めておられるボランティアスタッフの方に、活
動内容や関わられた動機などを伺いました。活動は深
い思いで行われていることが分かり、「ボランティア」
について再考する機会となりました。

（インタビュアー：川上　幾雄）
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方
の
気
持
ち
が
落
ち
着
け
ば

と
、
寄
り
添
う
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

久
代　
初
め
て
来
院
さ
れ
た

方
は
、
ど
こ
に
行
っ
た
ら
い

い
の
か
な
と
不
安
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
き
は

相
手
の
話
を
聞
き
と
り
、
受

診
さ
れ
る
方
が
迷
わ
ず
安
心
・

安
全
に
行
け
る
よ
う
に
案
内

し
て
い
ま
す
。

―
―
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

大
事
な
こ
と
は
？

久
代　
声
を
か
け
る
こ
と
も

大
事
で
す
が
、
お
せ
っ
か
い

に
な
ら
な
い
よ
う
、
患
者
さ

ん
の
話
や
介
護
し
て
い
る
方

の
悩
み
を
聞
き
受
け
と
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
私
た
ち
の

介
助
を
必
要
と
さ
れ
な
い
方

も
お
ら
れ
る
の
で
、
見
守
る

と
い
う
寄
り
添
い
方
・
サ
ポ
ー

ト
も
大
事
で
す
。

―
―
今
後
の
課
題
は
？

久
代　
課
題
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
高
齢
化
と
新

規
の
参
加
者
が
い
な
い
こ
と

で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
個
人
の
自
発
的
な
活
動
で
、

自
分
が
で
き
る
こ
と
を
、
で

き
る
時
間
に
、
無
理
を
せ
ず

に
実
施
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

多
く
の
方
が
誘
い
合
っ
て
参

加
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

―
―
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
関
わ
り
は
？

久
代　
浜
田
医
療
セ
ン
タ
ー

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

に
年
２
回
の
健
康
診
断
、
保

険
加
入
、
ス
タ
ッ
フ
ル
ー
ム

の
提
供
な
ど
を
し
て
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん
に

必
要
な
環
境
改
善
に
、
私
た

ち
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
体

制
も
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
―
活
動
中
の
気
付
き
や
思

い
は
？

久
代　
外
来
の
患
者
さ
ん
の

数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
が
お
手
伝
い
し
て
歩
行

器
で
歩
か
れ
る
方
の
介
助
や
、

車
い
す
介
助
で
案
内
す
る
よ

う
な
方
が
増
え
私
た
ち
が
介

入
す
る
部
分
が
増
え
て
い
る

の
で
、「
も
っ
と
メ
ン
バ
ー
が

必
要
だ
」
と
思
う
と
と
も
に
、

私
も
元
気
で
長
く
参
加
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

川
方　

来
院
さ
れ
る
方
が
、

自
分
や
患
者
の
状
況
や
介
護

の
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
話
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
私
た
ち
は
耳

を
傾
け
、「
そ
う
で
す
ね
。

ほ
ん
と
で
す
ね
」
と
言
葉
を

添
え
う
な
ず
く
な
ど
し
て
、

少
し
で
も
介
護
さ
れ
て
い
る

―
―
参
加
さ
れ
た
動
機
は
？

川
方　
私
は
看
護
師
で
も
な

く
素
人
で
し
た
が
、
過
去
に

い
ろ
い
ろ
医
療
セ
ン
タ
ー
で

お
世
話
に
な
り
、
退
職
後
フ

リ
ー
に
な
っ
た
の
で
、
気
持

ち
だ
け
で
も
お
手
伝
い
で
き

れ
ば
と
参
加
し
て
い
ま
す
。

久
代　
私
は
看
護
師
で
し
た

が
、
定
年
後
が
ん
相
談
室
に

２
年
間
在
籍
し
て
い
る
と
き
、

健
康
の
大
事
さ
を
よ
り
切
実

に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
自

由
に
な
り
た
く
て
２
年
で
辞

め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
由

で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
元
気

で
今
の
歳
を
迎
え
て
い
る
こ

と
で
何
か
を
し
た
い
な
、
と

の
思
い
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

右：久代  玲子（くしろ  れいこ）さん
看護師として浜田医療センターに勤め、看護師長と
して定年退職後、がん相談支援センターでの再任用
を経て、令和元年からボランティア活動を始める。
令和３年から会長を務める。

左：川方  まゆみ（かわかた  まゆみ）さん
浜田管内の学校にて事務職員として長年勤務され、
平成23年からボランティア活動を始める。現在は副
会長を務める。
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まちづくり活動団体
（地区まちづくり推進委員会など）

まちづくり自治会
町内会

高齢者
クラブ

自主防災
組織

地区社協

子ども会

交流・親睦 見守り・子育て

福祉・健康 産業振興

生活・交通

NPO

参画
市民＝主役

防災・防犯

できるできる人人が、できるが、できる時時に、できるに、できる事事をを

これまでの特別委員会の取組

委員会からのメッセ－ジ

令和３年４月から「浜田市協働のまちづくり推進条例」が施行され、
地域拠点が公民館からまちづくりセンタ－へ変わりました。新たな
取組が開始されましたが、市民から戸惑いや不安の声が聞かれ、浜
田市議会として特別委員会を設置し、調査・研究を行いました。
左の写真のように、現場の声を聞くことやオンラインでの勉強会を
重ねた結果として、それらをまとめた提言書を令和６年
２月に市長へ提出しました。提言書の詳細はこちらから
ご覧ください。

「協働」とは誰かがやるのでなく、誰もがやる。相手の立場や違いを尊重し、「できる範囲で、できる人が、
できる時に、できる事を」やる。将来にわたってあらゆる機会に、あらゆる場所において学習する
ことができる社会の実現に向け、同じ目的のために、共に考え行動し、個の力を結集しみんなの力で、
私たちが暮らす地域をより住みよくしていきましょう。
協働のまちづくり推進特別委員会は市長に対し提言を提出し
たことをもって調査終了とし、令和６年３月に廃止となりま
した。
しかしそこで「協働」が終わるわけではありません。引き続き、
浜田市議会議員全員で協働のまちづくりが進むよう、注視し
ていきます。

協働のまちづくり推進特別委員会

〔協働によるまちづくりのイメージ図〕
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今年も地域井戸端会を開催します。今回も開催会場を全28会場とし、議員が３人１組で各地域を回ります。
各常任委員会（総務文教・福祉環境・産業建設）が皆さんに伺いたいテーマは以下のとおりです。また、それ以外にも、
自由にご意見・ご要望を伺う時間もありますので、暮らしの中での気付きや思いをお聞かせください。頂いた意見はそ
れぞれの委員会活動に生かし、各委員会で協議し総括的にまとめた内容を実施会場に掲示する予定です。たくさんのご
参加をお待ちしております。

※出席議員は、市議会ホームページや最寄りのまち
　づくりセンターへの掲示などでお知らせします。

会　　場　　名 日　　　時
大麻まちづくりセンター 5月11日㈯ 18:30～
浜田まちづくりセンター 5月13日㈪ 18:30～
石見まちづくりセンター 5月14日㈫ 18:30～
国府まちづくりセンター 5月16日㈭ 18:30～
長浜まちづくりセンター 5月17日㈮ 18:30～
周布まちづくりセンター 5月17日㈮ 18:30～
子 育 て 世 代 包 括 支 援
セ ン タ ー（ す く す く ） 5月18日㈯ 10:00～

二 反 田 団 地 集 会 所 5月21日㈫ 18:30～
美川まちづくりセンター 5月23日㈭ 18:00～
小国まちづくりセンター 5月15日㈬ 18:30～
雲城まちづくりセンター 5月18日㈯ 18:30～
美又まちづくりセンター 5月20日㈪ 18:30～
波佐まちづくりセンター 5月21日㈫ 18:30～
今福まちづくりセンター 5月23日㈭ 10:00～
久佐まちづくりセンター 5月28日㈫ 18:30～

会　　場　　名 日　　　時
木田まちづくりセンター 5月14日㈫ 18:30～
今市まちづくりセンター 5月16日㈭ 18:30～
和田まちづくりセンター 5月20日㈪ 18:30～
市木まちづくりセンター 5月21日㈫ 18:30～
都川まちづくりセンター 5月26日㈰ 10:00～
杵束まちづくりセンター 5月23日㈭ 18:30～
安城まちづくりセンター 5月29日㈬ 18:30～
三隅まちづくりセンター 5月14日㈫ 18:30～
岡見まちづくりセンター 5月14日㈫ 18:30～
井野まちづくりセンター 5月16日㈭ 18:30～
白砂まちづくりセンター 5月24日㈮ 18:30～
三保まちづくりセンター 5月25日㈯ 18:30～
黒沢まちづくりセンター 5月28日㈫ 18:30～

テーマ
総務文教 地域交通について　～移動の自由をどうつくるか～
福祉環境 市の環境施策や環境に配慮した市民活動の在り方について
産業建設 地域産業の問題点と課題について

議会改革度調査2023 浜田市議会が全国13位!
この調査は、早稲田大学マニフェスト研究所が議会改革の取組状況や傾向を把握す
ることを目的として毎年実施されており、14回目となる今回は、能登半島地震で
被害を受けた４自治体を除く都道府県議会および市区町村議会の計1,784議会を対象に実施され、87.6％
に当たる1,562議会が回答をしています。
「情報共有」「住民参画」「機能強化」の３分野を軸とした全57問の調査項目を数値化し、各議会の取組の度合い
の高い方から順位化されています。
浜田市議会は個別順位で、情報共有が昨年27位から７位、住民参画が98位から20位、機能強化が42位から24位
にランクアップし、幅広い分野で議会改革に取組み、島根県内はもちろん、中国・四国・九州地方の全議会の内
２年連続で１位、全国では13位という高順位となりました。議会改革の取組の詳細は、市議会ホームページで公
開しておりますのでぜひご覧ください。引き続き、議員一同、市民のための議会改革に取組んでまいります。

●情報共有～各種会議の開催日時や会議資料の事前公開および会議の録画配信、各議員の議案等に対
する賛否および反対理由の公開

●住民参画～県立大学生や関係団体との意見交換会、議会報告会、はまだ市民一日議会などの実施
●機能強化～オンライン委員会の開催や自由討議の実施

浜田市議会の
特徴的な取組

はまだ議会
ニ ュ ー ス

地 域 井 戸 端 会 開 催 の お 知 ら せ

祝
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１月17日、浜田市まちなか交流プラザにおいて島根県立大学生と議員の意見交換会を行いました。今回の
意見交換会は「はまだ協働学舎ファンタス」からの提案で、大学とのコーディネートや当日の進行もして
いただきました。　　
地域政策学部の角ゼミの学生13人と議員19人が５グループに分かれ、学生からの質問を受けながら和や
かな雰囲気で始まりました。市内のバスの増便や大学線の発着時刻、大学周辺にスーパーやコンビニがな
いこと、産婦人科の地域医療体制などの意見があり、議員は浜田
市の現状や意見を述べ、どのテーブルも活発な議論が交わされ
ていました。
学生からは「日頃議員と出会う場もなかったが、議員と話せたこ
とで身近に感じた」「自分たちの声が届いていないことに気付い
たので、ちゃんと発信していきたい」などの感想がありました。
学生の率直な意見を聞くことができ、有意義な時間となりました。

レポート
総務文教委員会

議会広報広聴委員会

産業建設委員会
取組課題の検討

島根県立大学生と意見交換会を実施

三桜酒造跡地活用などで連合審査会
（産業建設・総務文教）現在、所管する分野の中から、サン・ビ

レッジ浜田アイススケート場の今後の在
り方、石見神楽伝承に関する検討など、
取組むべき課題の絞り込みを行っていま
す。いずれも重要な課題ですが、並行し
て、今後増加が見込まれる運転免許の返
納に伴う通院や買い物の手段を確保して
いくことが委員会として調査研究すべき
課題であると考えています。このため、
令和６年５月から６月にかけて実施する
地域井戸端会において、当委員会は「地
域交通について～移動の自由をどうつく
るか～」というテーマを設定し、市民の
皆さまからご意見を伺いたいと考えてい
ます。皆さんの地域にとってベストな交
通手段とはどのようなものか、ぜひお聞
かせください。多くのご参加をお待ちし
ております。

三桜酒造跡地活用などについて、当委員会と総務文教委
員会は委員会条例の規定に基づき、当委員会を主たる委
員会として連合審査会を開き、執行部報告を受け質疑を
行いました。
報告は跡地活用に加えて、建て替え検討中の浜田郷土資
料館、新たな検討として石見神楽伝承館および多目的ホー
ルの設置、伝統文化の継承や観光効果、これまでの経緯
などを含めた内容であり、施設設置の必要性について説
明がありました。
委員は跡地活用、施設建設の検討状況、財政対応、文化
としての考え方、検討委員会の提言などについてだけで
なく、そこか
ら浮かび上が
る解決すべき
多くの事柄に
ついて質疑し
ました。
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身近な喫緊の課題である「地域医療」について、改めて現状を認識するとともに、今後の地域医療の在り
方について理解を深めることを目的として２月14日、島根県立大学の山下一也理事長を講師に迎え議員研
修会を行いました。研修では浜田圏域の医療の状況や今後の展望、地域における島根県立大学の在り方に
ついて具体的な事案を交えて説明を受けました。中山間地域における医療については、医療機関への交通
手段の不自由さが重症化のリスクを高めていることや医師不足についての実態、診療看護師の育成、情報
技術活用による今後の医療の可能性など動画を交え分
かりやすく講演いただきました。
一人一人が普段の議員活動を振り返り、地域医療につ
いて実情と照らしながら考え、今後の展望についても
共通認識を持つことや今後の議員活動におけるヒント
を得ることができました。また、浜田市議会と島根県
立大学との連携の推進についても再確認する機会とな
りました。今後も研修を重ね、引き続き資質向上を図っ
ていきます。

当委員会は「カーボンニュートラルの推進」および「健康寿命の延伸」に関してテーマを絞り、２月20日
から21日にかけて行政視察を実施しました。
まず、「名探偵コナンに会える町」として知られる鳥取県北栄町に伺い、「2050年北栄町脱炭素ロードマッ
プ」「健康寿命延伸施策としての住宅改善（健康省エネ住宅）」について説明を受け意見交換を行いました。
先進自治体の取組から多くの考え方を学びました。
また、島根大学医学部附属病院総合診療医センターとの意見交換を実施しました。担当の坂口医師から、
浜田市の医師数、総合診療医不足、今後の地域医療の方向性などのコメントがありました。講演を受ける
形ではなくワークショップ形式で進められ、委員と坂口医
師との積極的な意見交換により浜田市の地域医療の課題
を真剣に考える貴重な時間となりました。
最後に株式会社イーグリッドにて、全国的な先進事例とし
ての「医療ＭａａＳ」に関して意見交換を行いました。医
療ＭａａＳは中山間地医療をＩＣＴ×車両のシステムを活
用して解決を目指すものです。その実証実験に関わるイー
グリッドの取組はとても参考になりました。
今回の視察に大きな成果を感じました。　　

委員会活動

議会運営委員会

福祉環境委員会

地域医療の問題点とこれからの展望について

取組課題のテーマに関する視察を実施
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４月１日の28号はご覧いただけましたでしょう
か。miniは浜田市議会ホームページにウェブ版
として掲載していますのでぜひご覧ください。
次号は６月１日に発行予定です。

はまだ議会だより

miniも
見てね

・６月17日㈪　開会
・６月18日㈫～６月21日㈮　一般質問
ぜひ傍聴にお越しください。
※日程は変更になる場合があります。

6月
定例会議の

予定

次号（Vol.74）は
９月１日発行予定です。

こんにちは、議長の笹田です。今回は、令和６年３月定例会議についてお話しします。
市は、令和６年度浜田市一般会計予算に「三桜酒造跡地及び神楽・歴史施設基本計画
策定事業」として、石見神楽伝承施設と浜田郷土資料館を併設し、両施設の設置場所
を３カ所の候補地から検討するという事業（予算規模は約2,384万円）を提案予定で

した。しかし、２月６日の全員協議会で議員から多くの質疑があり、議員間でも自由討議を行った結果、市は
議論が不足していると判断し、「石見神楽伝承施設展示等内容検討事業」に事業名を変更し、また予算額も伝承
施設の展示・内容を検討する委託費などとして約651万円に減額し、当初予算として提案することに変更され
ました。その後、全員協議会、個人一般質問や浜田市議会石見神楽振興議員連盟との意見交換を踏まえ、３月
４日の本会議前に「石見神楽伝承内容検討事業」として、施設の中身を検討するのではなく、あくまでも内容
や機能、手法などを検討するという事業内容に再度変更されました。
この短期間に事業名や事業内容の変更が複数回なされたわけですが、議会の意見を聞いた上での変更というこ
とで、議会のチェック機能が正常に働いた結果であると考えます。
最終的に予算案は可決されましたが、議会の混乱のみならず、市民の混乱も招いたとして、４点の事項につい
て附帯決議が可決されました。附帯決議の内容は４ページに記載しています。
引き続き、市民から必要とされ信頼されるよう、21人の議員で最大限努力してまいります。

表紙に
ついて

大盛況で閉会した第27回のアンデパンダン展。浜田のこどもたちの作品もたくさん展示
されていましたね。こちらは、この展覧会で展示されたフランス児童の作品「アレス」。
楽しげな雰囲気が伝わってきます。浜田市世界こども美術館では５月26日まで、「アート
で脳トレ ひらめき美術展」を開催中。《謎解き》と《脳トレ》に挑みながら楽しめるアー
ト展です。

議長からのメッセージ


